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第一章施設防犯の基礎知識 

 
施設防犯とは、住宅や店舗などの建物や施設への犯罪者の侵入を抑止すること

をいう。（本講座では、建物とその敷地内を含めて建物 施設と表現している） 

自力防犯で最も基本的なテーマとしているのが、この「施設防犯」である。

その理由はいくつかある。 

1、建物や住居内、室内、部屋内は密室であり、人目のない危ない空間。 

だから、自宅室内で一家全員が殺害されるなどの惨い被害が後を絶たない。 

2、日本の一般的な住宅やマンション、アパートなど、人が住む建物のほとん

どは防犯力がないか脆弱。 

だから、深刻なダメージを受ける被害が多発している。 

3、多くの国民や住民は、建物内や室内、部屋の中は安全だと思い込んでいる。

だから、暮らしの中に油断や隙があり、多くの女性や高齢者、子どもたちが

被害を受けている。 

4、建物内や室内、部屋の中で行なわれる犯罪はエスカレートする傾向が強い。

だから、殺人やレイプなどの深刻な被害を受けるケースが多発している。 

5、建物内や自室内で性犯罪の被害をうけると、被害届けをださないケースが

多い。 

だから、1人の犯罪者が数十件の犯行を繰り返す事例が少なくない。 

6、住居内や室内で、「少々の物音や叫び声、助けを求める声」をあげても、

他人は介入しづらい。 

だから、助けられない、助からないケースが多い。 

これらの理由のほかにも、殺人、強盗、レイプなどは室内が多い。さらに、

室内や部屋内で放火をされると焼死するケースが多い。建物内、室内、部屋内に

は犯罪企図者がターゲットにするものがある。さらに誰にも見られない、気づか

れない。万一気づかれても誰も介入しない。だから、建物内、室内、部屋内は絶

好の犯行現場になっている。 

以上のような理由から、本人や家族あるいは関係者の生命や身体、財産を守れ

る建物 施設．住居づくり「施設防犯（侵入者犯罪者抑止法）」を、自力防犯の

優先テーマとしている。 

本卒では、施設防犯を構築するうえで不可欠な基礎知識について解説する。 
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2 第一章 施設防犯の基礎知識 

第1節／施設防犯の概要 
 

 

 

解説 

施設防犯とは、住宅や店舗など多様な建物へ

の犯罪者の侵入を抑止することをいう。 

（本講座では、建物とその敷地内を含めて施設

建物と表現している。） 

本講座では、効果的な防犯対策を行うために、

人と建物の関係を軸に5つに分類している。 

1、人が住むための建物／一般住宅、マンショ 

ン、アパート、寮、寄宿舎など 

2、人が働く建物／工場  オフィスなど 

3、人が集まる建物／学校、病院、児童館など 

4、人がいない建物／倉庫、廃屋や廃工場など 

5、複合型の建物／各種店舗、デパート、旅館、

ホテルなど 

さらに、規模の大小、存在する人間の多少、

防犯の目的など各々に異なる特徴や条件が存在

する。また、施設のリスク度や安全度、守るも

のの違いなどもある。 

施設防犯が、単一的な防犯器具や設備だけで

構築できるほど簡単ではないことがわかる。 

 

要点1、建物 施設には、存在するリスクと発生

するリスクがある。そのリスクの抽出と対策が

重要なポイントになる。 

要点2、建物 施設の防犯力は、3つの理論をも

とに構築する。①自力防犯理論、②マーカス理

論③ゾーンディフェンス理論。 

要点3、建物や施設のリスクや目的、予算に対

応した防犯力の構築が基本。 

要点4、防犯対策の要点は、タイプ対策、手口

対策、侵入口対策（①ドア対策、②窓対策） 

要点5、◇一．つの抑止力。◇一．段階の防犯力。 

◇二つの具体的対策。 

要点6、◇防犯対策の手順(7段階） 

要点7、一般住宅は防犯アセスメント作成 

（防犯力診断グラフ使用）／その他 

以上が、施設防犯（侵入者抑止法）の要点で

ある。（各詳細については、木書の各項目と「施

設防犯各編」で解説） 

防犯力のない施設や建物は人や財産を守れない！ 
口室内は危ない空間、深刻な被害が多発。自力防犯の基木テーマの一つ。
口建造物の種顆·梢造 環境 状況によって異なる。 
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